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プレスリリース 第43回全国都市緑化フェア in 京都丹波
京都・亀岡保津川公園「アートパークプログラム／ART PARK PROGRAM」

配布日｜2026.08.04

「第43回全国都市緑化フェア in 京都丹波」をきっかけに
『京都・亀岡保津川公園』で展開するアートプログラム
「ART PARK PROGRAM」の詳細が決定しました

「第43回全国都市緑化フェア in 京都丹波」が開催される9月18日（金）～11月8日（日）の期間に展開する、
新たな試み「ART PARK PROGRAM」の詳細が決定しましたのでお知らせします。
京都・亀岡駅北に広がる、約14ヘクタールの京都・亀岡保津川公園。古くから畔（あぜ）のかたちが残さ
れ、豊かな稲作の営みを支えてきたこの広大な農地・公園が、この秋、目に見えない大気、地中、歴史、
そして未来の可能性が交差するクリエイティブな実験場へと変容します。

「ART PARK PROGRAM」とは、公募アーティスト７組による野外アート展示「Art Sprout」、ア
ーティストや建築家による個性豊かな10棟の農小屋プロジェクト「Bricoyage」、そしてこの土
地を学び、来場者を迎える案内人となる市民育成プログラム「ハラッパー」の3つが、同じフィ
ールドの中で有機的に共振する、体験型のアートプログラムです。
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① 緑化フェアのテーマを五感で巡る、14ヘクタールの道のり&作品紹介

「食農と環境そしてアートで輝く『京都丹波』」をテーマに開催される第 43回全国都市緑化フェア。
食農・環境・アート、という３つの要素を一つの体験として立ち上げているのが「ART PARK 
PROGRAM」です。野外アート展示「Art Sprout」は土地の歴史や自然環境と向き合い、農小屋プロ
ジェクト「Bricoyage」は人の営みやものづくりの知恵を映し出し、市民育成プログラム「ハラッ
パー」は市民がこの場所を学び、育て、伝える存在となる。それぞれが重なり合うことで、来場者の
身体感覚が呼び覚まされ、フェアのテーマを五感で味わうこととなります。

JR亀岡駅北口から、公園の入口となる「竹の玄関」をくぐり、来場者を迎えるのは、「インフォーメー
ション」エリアです。周遊前にこちらで公園全体のマップやイベント情報をゲット。

農小屋《インフォメーション小屋》
農小屋学会（辰巳雄基、ヤマサキエイスケ、アトリエカフエ）

亀岡市内の農機具小屋 300 以上をリサーチし書籍『小屋の本』を著
した「農小屋学会」が手がける総合案内拠点。単なる情報発信にとど
まらず、使われ方や建てるプロセスに宿る小屋の魅力を体現し、14
ヘクタールを巡る旅の出発点となります。

インフォメーションエリア



主催：亀岡市
運営：かめおか霧の芸術祭実行委員会 3

間伐材を素材にした大規模な作品などが設置されている「歓迎のはらっぱ」エリア。人が集い、思い思い
に過ごす時間を通じて、この土地の農や風土との新たな出会いが生まれます。

農小屋《竹のドーム「発芽」》
間（あわい）

亀岡の放置竹林の竹を用いて制作された農小屋。竹林資源の循環や
人と自然とのつながりを表現し、訪れた人の心に新たな芽生えをも
たらす空間となる。

農小屋《HOUSE OF HEART》
ローランド・ハーゲンバーグ

亀岡の田園風景に設置された「家」の形をした開放的な木造フ
レーム。風や光、天候、植物などの自然環境と呼応する。内部の
「ハート」の彫刻が太陽の動きによって繊細な影の表情を生み出
す瞑想的な空間。

農小屋《多すぎず、少なすぎないように》
村上慧

会場から南西を見た時に見える住宅群の外壁建材「サイディング」
を用いた、横倒しの小さな家のようなプランター。内部に枇杷（び
わ）の木が植えられ、将来の手入れや収穫などを通して人々が集う
きっかけを作る。

亀岡を象徴する霧にちなんでつけられた「霧のはらっぱ」エリアです。作品を通して、普段は意識するこ
とのない自然の存在に触れ、この土地の風景を新たな視点から見つめます。

野外アート《4つの空気》
上田要

亀岡市内の異なる 4カ所で採取した「空気」をステンレススチール
の鏡面立方体の中に閉じ込めた作品。周囲の風景を大きく歪ませ
て映し出すことで、目に見えない大気と土地の気配を可視化する。

歓迎のはらっぱエリア

霧のはらっぱエリア
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竹の大屋根をのぞむ雄大なエリアです。空の広がりを感じながら、この土地に受け継がれ
てきた暮らしや自然との関わりに触れることができます。週末（不定期）には、地域の素
材を生かした「青空レストラン」が開かれます。

農小屋《水路の洗濯小屋》
河野美紀+榊原真歩

稲作に欠かせない水路を舞台に、「どぶさらい」の営みを現代へ
とひらく農小屋である。人の手によって環境を整え、自然の循環
を支えてきた暮らしの知恵を、風景の中で体感する場となる。

園内の西側に広がる「体験のはらっぱ」エリア。土地に刻まれた時間や生命の営みをテーマにした作品
や農小屋が集まり、人と自然が育んできた亀岡の風土や暮らしに触れながら、その魅力を体感できるエ
リアです。

野外アート《Accumulation》
浅田遼
巨大な骨格のような造形は、漆を幾層にも重ねる「積層」の技法
によって制作された。見る位置によって骨格や周囲の山並みが
重なり、土地に積み重なる時間や生命の営みを想起させる。

農小屋《用美の畝》
風×土設計共同体
亀岡の農の知恵や風土から着想を得た農小屋。農作業の場とし
ての機能を備えながら、風・水・光を感じ、土地の豊かな自然環
境や暮らしとの関わりを見つめ直す空間となる。

野外アート《THE WALL WE SHARE》
飛聲（FEISHO）
亀岡の土からつくった絵の具を用い、来場者とともに一枚の
壁画を描き育てる参加型作品である。描くという行為を共有
することで、人と人、人と土地との新たな関係性をひらいて
いく。

体験のはらっぱエリア

青空はらっぱエリア
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園内の北側に広がる「かけっこはらっぱ」。週末（不定期）には、気球に乗って大地を見おろしながら風を感
じることができるエリア。大地や生命の循環をテーマにした作品や農小屋が点在し、人の営みを通して自
然との関わりを育むエリアです。

野外アート《Web of Life》
西久松友花

菌糸や冬虫夏草をモチーフに、目に見えない生命のつながりを
陶芸作品で表現。大地から立ち現れたような作品が、土の中に
広がる生命の循環を想起させる。

農小屋《化かし化かされる緑の庭》
民具BANK

身近な植物との関わりを見つめ直す庭。民具の視点から、雑草
と呼ばれる植物にも目を向け、季節とともに変化する自然との
新たな関係を育んでいく。

野外アート《Be-re-earth》
呼吸

大地が呼吸するような巨大な彫刻。風や霧を取り込みながら、空気や
自然の循環を可視化し、人もまたその循環の一部であることを感じ
させる作品。

農小屋《公小屋》
studio-L＋関西学院大学 山崎亮研究室

中国から伝わった「公」と、日本で変化した「おおやけ」の意味を
重ね合わせた農小屋。誰もが集い、考え、活動する「公」の場とし
て、これからの公園のあり方を問いかける。

野外アート《霞池》
yamfum studio × ReLink

古民家から回収した型板ガラスを組み合わせ、土地の記憶を宿
す風景を描き出す作品。植物の成長とともに表情を変え、人の営
みやこの土地が育んできた時間を映し出す。

かけっこはらっぱエリア
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花畑を背景に農園が広がるエリアです。食や農、人と土地との関わりが、時間とともに育まれていく風景に出
会えます。

野外アート《Selection》
大川なずな

実寸大の牛を二つに分け、異なる時代の姿を重ね合わせた作品。
食や農の歴史を手がかりに、人と牛との関係や、食卓の向こうに
ある命の存在を見つめ直すきっかけを生み出す。

農小屋《様子見の小屋》
ピメシャラ

地域の人々とともにつくり続ける、未完成の農小屋。立ち止ま
り、風景や自然の変化をゆっくり眺める「様子見」の時間を通し
て、人と土地との新たな関係を育む。

かめおか農園エリア

園内の北側に広がる、小屋とハラッパーの活動拠点、里芋畑の風景がひろがるエリアです。週末にはハラッ
パーのメンバーが園内を案内するガイドツアーがあります。

農小屋《亀岡の小屋》
dot architects

近くに絶滅危惧種のアユモドキという小さな魚が生息してい
る。地域の自然環境や生態系に着目して設計された農小屋であ
る。目の前の小さな自然と、長い時間をかけて育まれてきた土地
の営みを重ね合わせながら、風景を見つめ直すきっかけを生み
出す。

ハラッパ―の畑エリア
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②「ART PARK PROGRAM」を構成する各プログラム概要

公募作家による野外アート展示
「Art Sprout」

「unearth」というテーマのもと、公募によって選出された7組のアーティストによる野外作品を展示します。
一般部門3作品、学生部門4作品の計7作品が、それぞれ10m×10mの展示区画に設置され、公園の風景
や環境と呼応しながら展開します。

テーマである「unearth」とは、地面の下に埋もれていたものを掘り起こし、これまで見えなかった価値や
関係性を発見し、あらためて可視化する行為を指します。
土地の記憶、自然環境、気候変動、時間の層、人の営み──。わたしたちの暮らす地球の足もとには、な
お多くの複雑なレイヤーが眠っています。
ここ、亀岡では、保津川流域の豊かな風土とともに、文化芸術を通じた地域づくりや、環境問題に向き合う
先進的な取り組みが重ねられてきました。設置場所となる京都・亀岡保津川公園は、古くから畔（あぜ）の
かたちが残され、農地として稲作もおこなわれてきた歴史があります。また、絶滅危惧種であるアユモドキ
が生息することでも知られています。
この土地を舞台に、わたしたちの暮らしを支える環境や記憶、あるいは日常の中で見過ごされてきた価値
や問いをすくい上げ、未来へと芽吹く表現（Sprout）として立ち上げる野外アート作品を展示します。

▼一般部門
上田要《4つの空気》
西久松友花《Web of Life》
yamfum studio × ReLink《霞池》

▼学生部門
浅田遼《Accumulation》
大川なずな《Selection》
呼吸《Be-re-earth》
飛聲（FEISHO）《THE WALL WE SHARE》

主催：亀岡市
運営：かめおか霧の芸術祭実行委員会
企画・制作：Twelve Inc. 
プログラム・ディレクター：野田智子（Twelve Inc. /かめおか霧の芸術祭）
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公募・招聘作家、農小屋学会による農小屋設置
「Bricoyage」

“小屋” とは、「仮に建てた小さな建物」のことです。小屋には、生活文化、地域性、持ち主の人柄など滲み
出るものがたくさんあります。農作業に必要な小屋を、そこにある材料で工夫をして作る。壊れたら直し、
足りなくなったら足す。そういうところに、人間が持つクリエイティビティが表れます。昨年から今年にかけ
て行われた農小屋制作の全国コンペ受賞作家（U35)による4棟、招聘作家による5棟、そして本プロジェク
トの企画・制作を行う農小屋学会による1棟の、計10棟の農小屋が設置されます。

「Bricoyage」は、Bricolage（ブリコラージュ）＝「寄せ集めて自分でつくる」「ものを自分で修繕する」と、
Voyage（ボヤージュ）＝「長い旅」、遠方への「航海」「空の旅」「陸旅」を組み合わせた造語です。亀岡の広
大な敷地を周遊しながらヒト、モノ、コトを結ぶ集約点として小屋を建て、そこに訪れた人たちが知恵を分
かち合う。そしてそれぞれが次のアクションを生み出していく。これら一連の動きが、未来の亀岡へ向かう
旅路の始まりとなるでしょう。

▼U35間（あわい）《竹のドーム「発芽」》
風×土 設計共同体《用美の畝》
河野美紀＋榊原真歩《水路の洗濯小屋》
ピメシャラ《様子見の小屋》

▼招聘
studio-L＋関西学院大学 山崎亮研究室《公小屋》
dot architects《亀岡の小屋》
民具BANK《化かし化かされる緑の庭》
村上慧《多すぎず、少なすぎないように》
ローランド・ハーゲンバーグ《HOUSE OF HEART》

▼インフォメーション
農小屋学会《インフォメーション小屋》

主催：亀岡市
運営：かめおか霧の芸術祭実行委員会
企画・制作：農小屋学会
メンバー：辰巳雄基（かめおか霧の芸術祭）、ヤマサキエイスケ（作家）、
　　　　 安川雄基・冨吉美穂（合同会社アトリエカフエ）
コーディネーター：朴聖浩・朴鈴子（株式会社 Office PARK）
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市民チーム育成
「ハラッパー」
「ハラッパー」は、表現や対話を通じてこの土地の魅力を学び、伝える人を育てる実践プログラムです。多
彩な講師陣と共に、土地の歴史を紐解き、農地を耕し、地図をつくる。単なる作業に留まらず、試行錯誤の
プロセスを楽しみ、自らの発見を言葉や形で手渡していく人材を育成します。プログラムで得た学びを活
かし、受講者は緑化フェア期間中に来場者を迎える案内人としても活動します。

この公園には、まだ何もありません。ハラッパーは、この土地の第一世代として、生きる力を育み、それを誰
かとわかち合う市民チームです。2026年、京都・亀岡保津川公園で緑化フェアが開催されます。けれど、フ
ェアが終わったあと、この場所はどうなるのでしょうか。一時的なイベントで終わらせたくない。市民が使
い続ける公園にしたい。そのために、この場所を知り、育て、ひらく人が必要です。この土地には、食物が
育ち、鳥が訪れ、アユモドキが棲み、霧が立ちのぼる。この地に身を置き、太陽の光や風を感じ、自分の手
で作物や果樹を植え、はじめてわかることがある。その経験を、ひとりで抱えず、来た人に渡せる人になる
ことを目指します。

▼この講座でやること
・この公園の土地を知る
・学びを深める(生きもの・植物・水・歴史)
・記録して、発信する
・里芋を育てる
・地図をつくる
・緑化フェア期間中に来場者を案内する
・料理人と一緒に来場者をもてなす

▼ハラッパー育成講座2026年間プログラム 
5月～9月：全10回の講座「学び、育て、つくる」*講座は通し参加必須、現在募集は終了
（１）5月9日(土)「里芋を植える」講師：白石ファーム（白石真也・白石暁子）
（２）5月30日(土)「土地を知る」講師：仲田丞治（亀岡ふるさと研究室） / 谷本研（アーティスト）
（３）6月6日(土)「生き物を知る」講師：仲田丞治（亀岡ふるさと研究室）
（４）6月13日(土)「植物を読む」講師：澤田徹（大本花明山植物園）
（５）6月27日(土)「鳥を観察する」講師：福井重数（保津川鳥見クラブ）
（６）6月27日(土)「“鳥の目/虫の目”で地図を作る」講師：谷本研（アーティスト）
（７）7月11日(土)「目からウロコ、農家の花の庭」講師：白砂伸夫（ランドスケープアーキテクト）
（８）8月8日(土)「小屋とアートのプロジェクトを知る」講師：安川雄基（アトリエカフエ代表 / 農小屋学会） 
/ 野田智子（Art sprout プログラムディレクター / アートマネージャー）
（９）8月12日(水)「水と惑星の話し」講師：植木永子（環境学習アドバイザー）
（10）9月5日(土)　「地図を編む」講師：谷本研(アーティスト）

9月～：緑化フェアで市民案内人として人を迎え入れる

▼ハラッパー登録人数
10名

主催：亀岡市、亀岡拠点にぎわい実行委員会
企画・制作：一般社団法人きりぶえ
プログラム・ディレクター：辰巳雄基（一般社団法人きりぶえ / かめおか霧の芸術祭）
プログラム・コーディネーター：斉藤恵
サポート：中井梓太郎
グラフィックデザイン：三宅航太郎（MAA）
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④作家プロフィール

Art Sprout
＜一般部門＞

上田要 Ueda Kaname

1993 年京都府生まれ。2016 年京都精華大学立体造形コース卒
業。主に金属と大気を用いて「土地と人の関係性」を主題に作品を
制作している。これまでの展示に「LDA（Life Design Art）」 
(2026)、「ARK(Art Rhizome KYOTO)」（2023）、「第 29 回 UBE ビ
エンナーレ 現代日本彫刻展」（2022）、「六甲ミーツ・アート芸術散
歩」（2022）、「A-Lab Artist Gate」（2016）、などがある。山口県宇部
市、千島土地株式会社、株式会社東急イーライフデザインにパブ
リックコレクション収蔵。

西久松友花 Nishihisamatsu Yuka

生物の営みや生命の循環について関心を持つ。進化や営みの過
程の中で残されてきた形象をドローイングによって部分的に抽出
し、やきものに変換する事で、土という素材を通して生の痕跡を可
視化している。岩石が風化し、生物の死骸が混ざり、堆積して土が誕
生した。土の歴史は常に生物の進化と共にある。作品と人が接続さ
れ、自らの感覚世界を開いていく事で人や生物の関係性について
改めて考える契機となることを期待する。

yamfum studio x ReLink

地域に存在しながら見過ごされてきた資源に着目し、建築・ランド
スケープ・家具を横断しながら新たな風景を設計する「 yamfum 
studio 」と、“ 解体材をもう一度つなぐ文化をつくる ” を掲げ、解体
材のリユース研究から制作までを行う「 ReLink 」による協働ユニッ
ト。yamfum studio のランドスケープの設計に、ReLink のガラス
溶着技術・資源循環の知見を掛け合わせ、解体材でしかつくるこ
とができない新しい風景と解体材を通した新しい世界の捉え方を
探っている。

ReLink
「解体材をもう一度つなぐ文化をつくる」を掲げ、建築・プロダクト分野で解体材リユースの調査研究からデザイン・制作までを担うユニット 。
素材の回収から加工まで一気通貫で活動する強みを活かし、本プロジェクトでは素材メーカーAGCとの協働で開発した「ガラス溶着技術」の
提供と生産を担当 。
制作の視点から、廃棄される板ガラスを風景へと転生させる資源循環の新たな造形を牽引する 。

yamfum studio
地域に存在しながら見過ごされてきた資源に着目し、建築・ランドスケープ・家具を横断しながら、新たな風景を設計する建築家ユニット。
山内海渡は 1998 年神奈川県葉山町生まれ。2020 年に横浜国立大学理工学部建築学科卒業、2022 年に同大学院 Y-GSA 修了。
藤川美空は 1998 年岡山県生まれ。2021 年京都芸術大学卒業。
両者は石上純也建築設計事務所勤務を経て、2025 年に「yamfum studio」を設立。

Photo by Takeru Koroda
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＜学生部門＞

浅田遼 Asada Ryo

2004 年 京都府生まれ、同地在住。  
2026 年 京都市立芸術大学 工芸科 漆工専攻 在籍。
漆工芸において不可欠な「下地形成」のプロセスに着目し、時間の
流れを想起させるモチーフや、色層を露出させる塗り・研ぎの表現
を用いた作品制作を行う。乾漆技法に加え、陶胎漆器や異素材を
素地として用いるなど、漆表現の拡張を試みている。

大川なずな Okawa Nazuna

2000 年　京都府出身、広島県在住。2026 年　広島市立大学大学
院 芸術学研究科 彫刻専攻 在学。魚屋で育ち、生き物が解体され
る風景を日常的に見てきた経験から人間の手によって形も価値も
作り変えられる生物の生命観と産業との関係性をテーマにした彫
刻を制作している。環境や肉体の分断によって生き物の認識や存
在価値が曖昧になったと考えており、作り変えられた姿を再構築す
ることで生き物の距離と存在を捉え直し、人間と共生する生き物た
ちの存在を示すことを試みている。

呼吸 Kokyu

京都市立芸術大学の学生 7名による有志団体。油画、彫刻、版画、
デザイン等、多様な専攻の学生で構成される。メンバーは過去に
ギャラリーやカフェ等様々な場所で展示をしてきた。今回、亀岡の霧
や風を、自然や田畑、人々の暮らしを育んできた大きな空気の循環
として捉え、｢大地の呼吸｣をテーマにした作品を展示する。豊かな
自然に囲まれた亀岡という土地での展示を通して、新たな風景との
出会いを試みる。

飛聲 FEISHO

飛聲は徐君逸と岩田奈海の二人グループ。作家が選んだ一文字
「飛」と「聲」を組み合わせた造語「飛聲（FEISHO）」は「互いに飛び
回り、集めた聲を交換する」という意味を持つ。異なる文化的背景
から出発した二人が、「描く」というコミュニケーションを軸に、視点
を交わし、感情や経験を描き合うことで、言葉を超えたコミュニ
ケーションの可能性を探っている。

撮影：土井陽太
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Bricoyage
＜U35＞

間（あわい）

竹を軸とした、世代横断型のアートユニット。京都伝統工芸大学校
で竹籠や竹垣の技術を学んでいる杉谷と三浦、長く竹の仕事に従
事してきた三橋と西田の4名で構成されている。チーム名の間（あわ
い）は、『合う（逢う）』に由来する大和言葉で、二つのものが重なり
合ってうまれる空間を指す。長年培われてきた経験と若い感性が今
回の小屋制作を通じて重なり合い、一つの作品を作り、竹の知識や
技術・発想を次の世代へ繋げていくことも大切に考えている。それ
ぞれが竹と向き合い、日々挑戦を続けながら、竹だからこそできる
表現や可能性を皆さんに届けている。

風×土 設計共同体

「掘る」というシンプルな行為を、発見することそのものの象徴とし
て捉えたチーム。子どもの頃、私たちは「向こう側と繋げたかった」
ので夢中で穴を掘っていた。そして大人になった今、彼らはそれだ
けではなく、「深く考えること」「面白さを見つけること」「地域の魅力
を引き出すこと」、そして「みんなと繋がること」のために、農小屋を
掘りたいと考えている。農小屋でありながら、亀岡の風・水・光を感
じられる地下空間を、多くの人と共に作りたいと考えている。普段
は漁師建築家とまちづくり屋として活動している二人が、井戸掘りチ
ームと共に汗をかきながら本気で掘る予定。少しでも興味がある方
は一緒に掘ってみませんか？

河野美紀＋榊原真歩

自分たちがつくれるものは、ほとんど誰でも真似できる。真似でき
る建築はきっと豊かだ。その土地でしかできないものはないかもし
れないが、それでも深くそこに潜って、新しいつくり方やかたちを探
している。
河野美紀
1998年、神奈川県出身。東京の設計事務所で勤務。役に立たなさを許容できる、放課
後のような空間について考えている。好きなことは食事、フィルムカメラ、生活っぽい旅。

榊原真歩
1998年、神奈川県出身。洛西ニュータウンで studio DANNとして活動(～R8年3月)。京
都の設計事務所勤務の傍ら、会員制シェアスペースの管理人と絵本の制作を行う。縮
退都市及びその成立環境における粗放的管理のあり方に関心がある。

平岡 和磨
一級建築士、1995年兵庫県加古川市出身。長野／京都／スイスにて建築設計を学び、
2022年から飛騨高山在住。お米と夏山が好き。

黒田晃佑
家具デザイナー、1996年大阪府出身。富山／フィンランドにて建築と木工を学び。2019
年から飛騨に在住。大きな木と映画が好き。

ピメシャラ

ピメシャラは飛騨高山・大阪・兵庫を拠点に、空間構成や什器／家
具プロダクトなどの設計／施工業務を行う、建築設計チーム。素材
本来のなりたちを発想の種とし、新しい風景を作っている。

Photo by Taro Ikeda
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＜招聘＞

studio-L＋関西学院大学 山崎亮研究室

コミュニティデザイナーの山崎亮が代表を務めるコミュニティデザ
イン事務所のstudio-Lと関西学院大学建築学部の山崎亮ゼミによ
るチーム。公園や公共空間には、使う人（市民）とつくる人（行政）が
別 と々いう構造的な課題がある。その結果、せっかくの施設や空間
が「使いにくい」と感じられることも少なくない。市民の声を起点に、
地域で暮らす人たち自身が地域で動き出せるようにするプロセス
全体をデザインするコミュニティデザインの視点から、施設や空間
といった場づくりに取り組んでいる。

dot architects

建築家ユニット。大阪・北加賀屋にて、アート、オルタナティブ・メデ
ィア、アーカイブ、建築、地域研究、サークル、NPOなど、分野にとら
われない人々や組織が集まる「もうひとつの社会を実践するため
の協働スタジオ」コーポ北加賀屋を拠点に活動。設計だけに留まら
ず、施工、リサーチプロジェクト、アートプロジェクトなど様々な企画
にもかかわる。第15回ヴェネチア・ビエンナーレ国際建築展（2016）
にて審査員特別表彰を受賞（日本館出展作家）。第2回小嶋一浩賞
受賞。現在のメンバーは家成俊勝、赤代武志、土井亘、池田藍、宮地
敬子、勝部涼亮、小林明日香、倉橋風人の8名。

民具BANK

民具BANKは、現代では不要となり処分されていく民具を救出・収
集し、その価値を問い直す活動である。民具は身近な自然素材か
ら作られた生活道具であり、そこには素材を材料へと変え、道具を
生み出す知恵や手技、人と自然との関係、さらにはそれを扱う身体
技法など、現代の暮らしの中で失われつつある感覚が息づいてい
る。これまで、民具と身体をテーマにした「民具大運動会」や、レクチ
ャーシリーズ「民具から考える暮らしの素材と知恵の循環法」を開
催し、小屋も民具の一つとして捉えながら、農小屋やタイ少数民族
のバンブーハウスを題材に、参加者とともに民具の周辺にある暮ら
しや創造のあり方を考えてきた。民具は本当に不要なものなのか。
失われつつある生活文化と身体知の価値を現代へと応用していく
試みである。

村上慧

長野、千葉、東京を拠点にアーティストとして活動中。主な展覧会に
「村上慧 移住を生活する」（金沢21世紀美術館／2020）、「TERRA-
DA ART AWARD 2023」(寺田倉庫／2024)など。著書に『家をせお
って歩く かんぜん版』（福音館書店／2019年）、『家をせおって歩い
た』（夕書房／2017）、『増補版　イメージと正体の調査報告』（盆地
Edition／2025年）などがある。最近は千葉県山武市に土地を購入
し、落ち葉の発酵熱や地下水の気化熱など自然現象を利用した冷
暖房を開発する《村上勉強堂》計画を進めている。
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ローランド・ハーゲンバーグ

作家、アーティスト、写真家。オーストリア・ウィーン生まれ。現在は
東京と京都を拠点に活動。日本、台湾、中国、ドイツで 多数の著書
を出版している。エッセイ、旅行記、インタビューはVogueやAD 
magazineなど 国際的な媒体に掲載されている。オーストリアの作
曲家フランツ・リストの生誕地で、日本の著名建築家とともに実験
的なゲストハウスを建設する文化プロジェクト「Raiding Project」
を発案。作品は世界各地のギャラリーや美術館で展示されており、
バスキア、キース・ヘリング、アンディ・ウォーホルのポートレート写真
でも知られる。

＜インフォメーション＞

農小屋学会

辰巳雄基、ヤマサキエイスケ、安川雄基・冨吉美穂（アトリエカフエ）
の4人からなる、農小屋リサーチ組織。亀岡の農機具小屋をリサー
チして紐解いた「小屋の本ー霧のまち亀岡からみる風景ー」を2020
年に出版。地元・アート・建築・コミュニティの目線を持ったメンバー
で巡った300以上の小屋の中から見応えのあるものを厳選し、著者
それぞれの視点で小屋の魅力を紹介した。2021年には家庭菜園
雑誌の「やさい畑」にて、小屋の連載「小屋しらべ」を担当。ビジュア
ルとしての美しさだけでなく、使われ方や、建てるプロセスにこそ小
屋の魅力が詰まっていると考え、今も亀岡のどこかで小屋を探して
いる。

Photo by Samuel Chau
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⑤お問い合わせ

かめおか霧の芸術祭実行委員会 事務局（亀岡市役所 文化芸術課）
TEL:0771-55-9655
MAIL: bunka-kokusai@city.kameoka.lg.jp

Art Sprout
主催：亀岡市
運営：かめおか霧の芸術祭実行委員会
企画・制作：Twelve Inc.

Bricoyage
主催：亀岡市
運営：かめおか霧の芸術祭実行委員会
企画・制作：農小屋学会

ハラッパー
主催：亀岡市、亀岡拠点にぎわい実行委員会
企画・運営：一般社団法人きりぶえ

監修：松井利夫（かめおか霧の芸術祭）


